【調査報告】学生の文章特性と意識調査から自律学習を促す効果的な指導について考える : 初年次レポート・ライティング指導における実践をもとに by 藤浦 五月 et al.
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2016 年度から現体制で 10 名の教員が指導に関わり、2018 年度は約 2250 名の



































表１：全８回（各回 90 分）の授業概要と課題 






























































































































































































 社説 コラム 論⽂ エッセイ ⼩説 シナリオ （参考）講義 
1 しかし だが しかし しかし しかし でも で 
2 だが しかし また そして そして だから それから 
3 また ただ そして だが だが じゃあ そして 
4 さらに だから さらに ところが それから それで つまり 
5 ⼀⽅ もっとも たとえば だから すると だって だから 
6 ところが でも つまり また でも 6 しかし んで 
7 ただ さて すなわち でも だから 6 で でも 
8 しかも ところが したがって つまり ただ けど ところが 
9 まず では まず たとえば また それから ですから 








表 4：接続表現のジャンル別出現頻度（⽯⿊ほか 2009 より筆者が 10 位までを抜粋） 




の出現頻度として、社説は 12.2%、コラムは 7.9%、論⽂は 25.5%、エッセイは



































































⽣に匿名・任意で web アンケートを⾏っている。2017 年度のアンケート内容





























順位 接続詞（接続表現） 出現数 
1 また 5386 
2 しかし 2591 
3 では 1592 
4 そして 1508 
5 でも 1064 
6 さらに 934 
7 例えば 822 
8 だが 800 
9 そこで 749 















が 参 考 に な る
と 思 わ れ る た
め提⽰したい。
有 ⽤ 度 に つ い
ては、扱ったほ
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事前構成 書き⾔葉区別 ⾒本表現利⽤ 資料探し参考 引⽤表現 使っていない
学習項⽬の活⽤

































































































































5  注釈 4 参照 
6  株式会社ザ・ネット http://www.za-net.co.jp/ 
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